
生 企 第 3 1 7 号

令 和 ４ 年 １ 月 ５ 日

生 活 安 全 企 画 課 長
殿

各 警 察 署 長

生 活 安 全 部 長

銃砲刀剣類所持等取締法施行令の一部改正について

消費者被害の防止及びその回復の促進を図るための特定商取引に関する法律等の一

部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令（令和４年政令第４号）

が令和４年１月４日に公布され、これに伴い銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年

政令第33号。以下「銃刀法施行令」という。）の一部が改正されることとなったとこ

ろ、改正の内容等は下記のとおりであるので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

記

１ 改正の内容

銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）第５条の２第２項第３号は、猟

銃の所持の許可を受けようとする者の欠格事由として、銃砲刀剣類等を使用して同

項第２号に規定する罪以外の凶悪な罪で政令で定めるもの（以下「対象犯罪」とい

う。）に当たる違法な行為をした日から起算して10年を経過していないことを規定

し、銃刀法施行令第12条第２項各号において対象犯罪が列挙されているところ、対

象犯罪として、消費者被害の防止及びその回復の促進を図るための特定商取引に関

する法律等の一部を改正する法律（令和３年法律第72号）による改正後の預託等取

引に関する法律（昭和61年法律第62号）第33条第１号（同法第４条第２項に係る部

分に限る。）に規定する罪が新たに追加された。（別添１：官報の写し。別添２：新

旧対照条文）

２ 施行期日

改正法施行の日（令和４年６月１日）から施行することとされた。

担当 生活安全企画課

営業・危険物係
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消
費
者
被
害
の
防
止
及
び
そ
の
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
の
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
一
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
四
号

消
費
者
被
害
の
防
止
及
び
そ
の
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
の
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
費
者
被
害
の
防
止
及
び
そ
の
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
の
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

（
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
号
中
「
第
八
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十

五
条
第
一
項
前
段
、
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
、
第
三
十
九
条
第
一
項
前
段
、第
二
項
前
段
若
し
く
は
第
三
項
前
段
、

第
四
十
七
条
第
一
項
前
段
、
第
五
十
七
条
第
一
項
前
段
又
は
第
五
十
八
条
の
十
三
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
三
条
の
四

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
販
売
業
者
若
し
く
は
役
務
提
供
事
業
者
又
は
そ
の
役

員
（
同
条
第
一
項
前
段
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
日
前

一
年
以
内
に
お
い
て
役
員
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。）若
し
く
は
そ
の
使
用
人
（
前
条
に
規
定
す
る
使
用
人
を
い
い
、

法
第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
日
前
一

年
以
内
に
お
い
て
使
用
人
で
あ
つ
た
者
を
含
む
。）が
他
の
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対

し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を

い
う
。

第
六
条
中
「
第
十
六
条
の
三
第
四
号
」
を
「
第
十
六
条
の
五
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
を
第
十
条
の
三
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
十
条
の
二

第
三
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
四
中
「
販
売
業
者
若
し
く
は
役
務
提
供
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
統
括
者
、
勧
誘

者
若
し
く
は
一
般
連
鎖
販
売
業
者
」
と
、「
同
条
第
一
項
前
段
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一

項
前
段
」
と
あ
り
、
及
び
「
法
第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
九
条
第
一
項
前
段
、
第
二
項
前
段
又
は
第
三
項
前
段
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


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第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
十
三
条
の
二

第
三
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
四
中
「
同
条
第
一
項
前
段
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一

項
前
段
」
と
あ
り
、
及
び
「
法
第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」

と
あ
る
の
は
、「
法
第
四
十
七
条
第
一
項
前
段
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
の
四
を
第
十
六
条
の
六
と
し
、
第
十
六
条
の
三
を
第
十
六
条
の
五
と
し
、
第
十
六
条
の
二
を
第
十
六
条

の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
十
六
条
の
四

第
三
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
五
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
四
中
「
販
売
業
者
若
し
く
は
役
務
提
供
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
購
入

業
者
」
と
、「
同
条
第
一
項
前
段
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
り
、及
び「
法

第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条

の
十
三
第
一
項
前
段
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
十
六
条
の
二

第
三
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
四
中
「
販
売
業
者
若
し
く
は
役
務
提
供
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
提
供
誘

引
販
売
業
を
行
う
者
」
と
、「
同
条
第
一
項
前
段
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と

あ
り
、
及
び
「
法
第
八
条
第
一
項
前
段
、
第
十
五
条
第
一
項
前
段
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
前
段
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
の
表
販
売
業
者
の
項
第
四
号
中
「
訪
問
販
売
」
の
下
に
「
、
通
信
販
売
」
を
加
え
、
同
項
中
第

六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

当
該
販
売
業
者
が
特
定
申
込
み
を
受
け
る
際
の
表
示
に
関
す
る
事
項

第
十
七
条
第
一
項
の
表
役
務
提
供
事
業
者
の
項
第
四
号
中
「
訪
問
販
売
」
の
下
に
「
、
通
信
販
売
」
を
加
え
、
同

項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

当
該
役
務
提
供
事
業
者
が
特
定
申
込
み
を
受
け
る
際
の
表
示
に
関
す
る
事
項

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
六
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
ま
で
（
同
条
第
五
項
」
を
「
第
四

項
ま
で
（
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
各
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中「
第
三
項
」

を
「
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
）

第
四
条

法
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
は
、
使
用
人
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

事
業
所
の
業
務
を
統
括
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者

二

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
停
止
を
命
ず
る
範
囲
の
預
託
等
取
引
に
係
る
業
務
を
統
括
す
る
者
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

第
五
条
の
見
出
し
を「（
権
限
の
委
任
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
三
条
の
二
」
を「
第
三
十
一
条
第
一
項
」に
、「
第

十
一
条
の
二
及
び
第
十
三
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
十
一
条
（
法
第
十
二
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条

第
一
項
、
第
二
十
八
条
並
び
に
第
三
十
条
」
に
、「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
、
法
第
十
八
条
第
一
項
、

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
預
託
等
取
引
業
者
等
又
は

密
接
関
係
者
が
行
う
そ
の
預
託
等
取
引
に
関
す
る
業
務
又
は
預
託
等
取
引
の
対
象
と
す
る
物
品
若
し
く
は
特
定
権

利
の
販
売
に
関
す
る
業
務
を
行
う
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
消
費
者
庁
長
官
が

自
ら
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
の
見
出
し
を「（
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
権
利
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
二

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、「（
以
下
「
施
設
利
用
権
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

人
の
皮
膚
を
清
潔
に
し
、
若
し
く
は
美
化
し
、
体
型
を
整
え
、
又
は
体
重
を
減
ず
る
た
め
の
施
術
（
医
学
的

処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
行
う
施
設
を
利
用
す
る
権
利

第
一
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
並
び
に
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
証
券
金
融
会
社
」
の
下
に
「
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
並
び
に
同
条
第
八
項

に
規
定
す
る
暗
号
資
産
交
換
業
者
」
を
加
え
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

物
品
若
し
く
は
特
定
権
利
の
価
額
又
は
当
該
価
額
の
将
来
に
お
け
る
変
動
の
見
込
み

二

物
品
の
返
還
若
し
く
は
特
定
権
利
に
代
え
て
給
付
さ
れ
る
物
品
の
価
額
又
は
当
該
価
額
の
将
来
に
お
け
る
変

動
の
見
込
み

三

物
品
又
は
特
定
権
利
の
買
取
価
格
又
は
そ
の
算
定
方
法

四

預
託
等
取
引
契
約
に
よ
っ
て
供
与
さ
れ
る
財
産
上
の
利
益
の
金
額
（
供
与
さ
れ
る
財
産
上
の
利
益
が
金
銭
以

外
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
財
産
の
価
額
）

五

預
託
等
取
引
業
者
又
は
密
接
関
係
者
が
販
売
し
よ
う
と
す
る
物
品
又
は
特
定
権
利
（
当
該
物
品
又
は
特
定
権

利
を
預
託
等
取
引
契
約
の
対
象
と
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
き
、
当
該
預
託
等
取
引
業
者
又
は
密
接
関
係
者
が

現
に
保
有
す
る
当
該
物
品
の
数
量
又
は
当
該
特
定
権
利
の
分
量

六

金
利
、
通
貨
の
価
格
又
は
商
品
市
場
（
商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
二

条
第
九
項
に
規
定
す
る
商
品
市
場
を
い
う
。）に
お
け
る
相
場
の
動
向
そ
の
他
の
預
託
等
取
引
契
約
の
締
結
又
は

更
新
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
経
済
情
勢
の
変
化
に
関
す
る
事
項

七

預
託
等
取
引
契
約
の
解
除
に
関
す
る
事
項
（
法
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第

二
項
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）


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第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
五
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
預
託
等
取
引
業
者
又
は
そ
の
役
員
（
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
日
前
一
年
以
内
に
お
い
て
役
員
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）若
し
く
は
そ
の
使
用
人
（
前

条
に
規
定
す
る
使
用
人
を
い
い
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
日
前
一
年
以
内
に
お
い
て
使
用
人

で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）が
他
の
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

（
消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
三
条

消
費
者
の
財
産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の
た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
十
八
号
中
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
を「
預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
」

に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
九
十
二
条
」
を
「
第
九
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
二
条
第
二
項
中
第
四
十
八
号
を
第
四
十
九
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八

預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
三
十
三
条
第
一
号
（
同
法
第
四

条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

（
信
託
業
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
を
「
預
託
等
取
引
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

信
託
業
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
四
百
二
十
七
号
）
第
四
条
第
十
二
号

二

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
第
二
百
八
十

二
号

三

消
費
者
契
約
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
七
号
）
第
一
条
第
二
十
五
号

四

消
費
者
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
第
十
一
条
第
七
号

五

刑
事
訴
訟
法
第
三
百
五
十
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
罪
を
定
め
る
政
令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
五
十
一
号
）
第

二
十
九
号

（
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百

二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
四
十
八
号
を
第
四
十
九
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八

預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
三
十
三
条
第
一
号
（
同
法
第
四

条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
消
費
者
被
害
の
防
止
及
び
そ
の
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
の
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
）

２

農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
九
年
政
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
四
十
八
号
中
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
預
託

等
取
引
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
務
大
臣

古
川

禎
久

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫
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○

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
十
三
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
罪
等
）

（
人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
罪
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

法
第
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も

２

法
第
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

一
～
二
十
七

（
略
）

二
十
八

預
託
等
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号

（
新
設
）

）
第
三
十
三
条
第
一
号
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

に
規
定
す
る
罪

二
十
九
～
四
十
九

（
略
）

二
十
八
～
四
十
八

（
略
）


